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富 士 山にお ける粒 子 輸送 量の 定量評価 の 可 能性

＊藤代恵史・三 浦和彦 ・室崎将史 （東京理大 ・理）、小林 拓 （山梨大）、

　　　 速水 洋・藤 田慎一（電中研）、五 十 嵐康人 （気象研）

1．は じ．め に

　 富 十 山噴 で の 観 測 は エ ア ロ ゾ ル の 白由対 流 圏 バ ッ

クグ ラ ン ドの 連 続観 測 を 行 う こ との で き る観測 塔 と

して 有 用 で あ る。ただ し山頂 の デー
タを活 用す るには

谷風 に よ っ て 輸 送 され る下層 粒子 の 影 響 を考慮 しな

けれ ばな らな い 。そ こ で
一
般風 の 風 速 と谷 風 の 風速 を

パ ラ メ ータ と し て 用 い 、IL順 の 粒子 濃度 の 定 式 化 を試

み る こ と で 、粒 子 輸送 の 定 量 評価 の 可能性 を考 え た。

思わ れ る。こ れ に 対 し 図 3b の 観測値 が 大 き い の は 、局

所 的 な発生源 によ る もの と思われ る。こ の よ うな現象

を含め て モ デ ル を再現で きれ ば、下層粒子 の 影響を さ

らに 良 い 精 度で 定量評価する こ とが で きる だ ろ う。

辮

　本研 究 の
一

部 は 科研費基盤 研 究（A ）（代表 五 十 嵐康

人 ）の 助成に よ り行 われた e

Z 観測方法

　 図 1 と表 1 に 示 す よ うに 、2 機種 の OPC に よ り各

高度 で 粒径分布 を測定 し た 。 また 、各地 点 とも気象 要

素 も併 せ て 観測 した 。 解析 に 用 い た の は 、
2007 年 7

〜 9 月 の 観測期間中、谷風 に よ る粒子輸送 の 明瞭だっ

た 日の データ で ある。

奥 が 北 を 示 す

図 1 観 測点 の 位置 関係

3．結果

　 図 2aは 8月 10 日 の 各地 点 に お け る粒径 387nm の 粒

径 分布 の 値 、図 2b は 太郎坊 の 風 向 ・風 速 で あ る。太郎

坊 の 風 速がゼ ロ に な る と同時 に風 向 が大 き く変化 し

てお り、図 1を見れ ば、夜間 の 風 向は 山頂 か ら吹き下

りる山風 、日中 の 風 向は山頂 に向か う谷風 とな っ て い

る こ とが わ か る。谷風 とな っ た後、7．8合、次 い で 山

頂の 順に粒子濃度が上 昇 して お り、こ の濃度上昇分が

谷風 に よ る粒子 輸送 の 影響で あ る。図 2aに お い て 、下

層粒子輸送後の 山頂 の 濃度 N を

　　　　 ％ 　 　　　 略
　 N ＝　　　　　　　　　　　　　　nL 　 　

…（1＞　 　 　 　　 　 　 nu 十

　　　 Mu ＋ ML　　　　　　　　　　mu ＋ 恥
に よ っ て各粒径（387nm 、707nm 、1414nm 、3162nm ）

ごとに 計算 し、実際 の 観測値 と 比 較 し た。（1）式に お い

て 、第一
項 は 山頂 の 濃度に 対す る

一般風 に よる寄与 、

第二 項 は 谷風 に よ る 寄与 で あ る。山頂の 風 速を
一

般風 、
7、8合 また は 太郎坊 の 風速 を谷風 の 風速 と して 用 い た 。

図 3 は 、（1）式 に よ る 計算値 と観測値 とを比 較し た もの

で 、a が粒径 387nm 、　b が粒径 が 1414nm の もの で あ

る。図 3 に よれ ば計算値 と観 測値 にあ る程 度の 相 関が

見 られ 、（1）式 に よ っ て 山頂粒 子 を計算で き る可能性が

ある こ と が わ か る。また図 3a に お い て 観測値 よ り計

算値が大 き くな っ て い る の は 、 下層粒 子 の 輸送 中に 起

こ る 拡散等 によ る濃度希 釈 を考え て い な い た めだ と

表 1　観測高度 と 装置
・
計測粒径

高度 ［m ］；観測 場所 装置 計測粒径 ［nm ］

3776 ；富士 山測候所（山頂） KRI2300 〜5000

3255 ；7 合 8 勺避難小屋 KRI230G 〜5000
1300 ；太郎坊避難所 KCO1300 〜 5000
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図 2a　 8 月 10 目の 粒子数濃度（粒径 387nm ） （上）

　　b　 同 日 の 太郎坊 の

　　　 風 向（実線）・風速 （破線）　 （下）

　 80

鈩
」…6e

ビ

s40
蓍
R208

　 e

　 　β
4

　 　 隔 6

　 　 爭o．2
　 　 ｛
　 　 ・ue ．1
　 　 8
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 G

o　 　 2G　 40 　 　60　 　80 　 　 　 　 a　 　登．｛　 e．2　 e．3　 貸．4
　 ebserved ．［m

−3
］　　　　 　 ehStrved ．　 lm

’s
］

　 a 粒 径 387nm 　　　 b　粒径 1414nm

山頂 の 粒 子濃 度 の 計算値 と観測値

　 　　 　 　 　 　　 　 丸 ： 太朗 坊か らの 輸送

図 3
三 角 ： 7．8 合か らの 輸送
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